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ノ

徳

）

幕
府
刑
法
に
お
け
る
共
犯

（
三
・
完
）

六五四三ニー七

は
　
し
　
が
　
き

わ
が
共
犯
法
制
の
歴
史
的
考
察

頭
取
と
同
類

従
犯
的
諸
形
態
（
以
上
二
六
巻
一
号
）

差
　
　
図

判
例
法
に
み
え
た
る
共
同
正
犯
的
処
分
方
式

－
　
共
同
正
犯
的
諸
形
態

　
　
一
　
　
二
　
（
以
上
二
六
巻
二
号
）

　
三
　
　
（
以
下
本
号
）
　
　
四

∬
準
共
同
正
犯

む
　
　
す
　
　
び

石

塚

英

夫

1

共
同
正
犯
的
諸
形
態
（
承
前
）

　
　
三
　
共
謀
の
上
一
入
が
実
行
し
、
他
は
そ
の
封
巾
助
を
な
し
た
る
ば
あ
い
。

説　
　
こ
の
ば
あ
い
の
も
っ
と
も
典
型
的
な
例
と
し
て
、
窃
盗
の
見
張
に
関
す
る
判
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

論　
と
称
せ
ら
れ
た
、
窃
盗
の
見
張
を
中
心
と
し
て
、
こ
の
問
題
に
お
け
る
裁
判
所
の
態
度
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

以
下
、
　
「
盗
賊
之
外
見
」
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の
　
盗
賊
之
外
見
。
イ
、
黒
田
賊
之
外
見
が
盗
賊
そ
の
も
の
と
同
視
さ
れ
た
こ
と
は
顕
著
な
事
実
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
法

説　
　
理
は
徳
川
刑
法
の
当
初
か
ら
存
し
た
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
前
期
の
史
料
に
は
か
か
る
ケ
ー
ス
は
一
つ
も
見
当
ら
な
い
し
、
さ
ら
に

論　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　

　
　
後
期
に
入
っ
て
も
、
天
明
八
年
ま
で
は
判
例
の
態
度
は
統
一
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
つ
ぎ
に
掲
げ
る
天
明
八
年
の
大

　
　
坂
城
代
伺
に
よ
る
「
盗
賊
外
見
之
犠
二
付
評
議
」
の
中
の
伺
の
文
言
に
も
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
評
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ニ
　

　
　
に
よ
っ
て
盗
賊
之
外
見
は
明
瞭
に
共
同
正
犯
と
し
て
の
扱
い
を
う
け
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
以
後
、
本
評
議
は
こ
の
種
事
件
の
準

　
　
拠
規
定
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
評
議
と
は
、

　
　
　
天
明
八
申
年
御
渡

　
　
　
　
大
坂
城
代
伺

一
　
盗
賊
外
見
之
儀
二
付
評
議

去
月
起
毛
御
渡
被
成
候
堀
田
相
模
文
華
面
一
覧
仕
容
止
忍
入
盗
い
た
し
候
も
の
死
罪
之
御
定
国
有
之
右
盗
賊
と
申
合
忍
入
門
外
見
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ね
　
　
へ

い
た
し
候
も
の
同
類
、
二
面
死
罪
と
相
心
得
罷
両
面
庭
大
坂
町
奉
行
所
先
例
百
々
二
相
見
総
て
外
見
之
も
の
は
語
え
入
候
も
の
よ
り
一

等
輕
申
付
來
候
由
二
て
先
．
般
松
平
石
見
守
差
出
候
忍
入
盗
賊
伺
書
外
見
之
も
の
御
座
候
二
幅
相
伺
候
礎
右
外
見
無
宿
政
次
郎
儀
死
罪

四
緑
差
圃
二
付
以
來
は
戸
明
有
之
違
え
入
候
盗
賊
之
外
見
之
も
の
も
一
同
申
合
盗
い
た
し
痛
事
に
て
別
心
趣
意
無
量
候
は
内
え
入
候

も
の
外
見
之
も
の
共
二
同
罪
四
座
定
書
二
郎
座
候
爵
入
墨
之
上
重
敲
可
聴
付
哉
と
本
存
軸
受
尤
右
類
之
盗
物
持
運
認
諾
候
も
の
科
附

　
ハ
振
候
儀
も
無
御
座
候
得
共
右
申
⊥
候
趣
は
先
例
仕
來
と
は
乍
申
此
度
之
御
差
圖
二
形
し
壷
井
可
申
と
奉
存
猶
画
影
地
町
奉
行
え
も

相
尋
候
礎
前
書
政
次
郎
御
下
知
之
趣
二
聡
し
戸
明
家
内
え
入
候
盗
人
之
外
見
い
た
し
候
も
の
毛
附
改
候
て
も
外
二
差
支
候
筋
も
無
御

座
候
旨
申
聞
候
依
之
先
例
も
御
座
候
犠
相
改
遣
出
二
付
此
段
奉
伺
候
受
電
上
躯

　
此
世
先
達
て
無
宿
政
次
郎
評
議
書
二
申
上
歯
通
盗
之
儀
申
合
入
言
え
参
隠
り
有
之
所
を
固
面
明
這
入
候
節
岡
類
之
内
最
初
よ
り
外
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見
い
だ
し
又
ハ
雑
物
持
運
候
も
の
ハ
た
と
へ
家
藏
え
不
忍
入
候
と
も
無
差
別
死
罪
二
て
可
然
奉
存
則
右
政
次
郎
も
其
通
相
濟
候
上

　
　
　
　
　
は
右
二
撫
し
戸
明
有
之
内
え
這
入
候
盗
賊
は
死
刑
二
は
無
御
座
候
得
罷
職
以
最
初
よ
り
盗
百
番
申
合
同
類
之
内
に
て
外
見
い
た
し

　
　
　
　
　
候
も
の
ハ
外
之
趣
意
無
量
候
ハ
・
内
え
這
入
候
も
の
と
無
差
別
同
罪
二
て
可
甲
乙
二
陣
存
候

　
　
　
　
　
　
申
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

　
　
　
　
　
　
　
評
議
之
通
濟

　
　
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
忍
入
門
盗
の
外
見
は
実
行
者
同
様
死
罪
に
、
ま
た
、
本
吉
が
戸
明
之
盗
な
ら
ば
そ
の
外
見
も
本
犯
同
様

　
　
入
墨
重
敲
た
る
べ
き
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
要
す
る
に
、
窃
盗
の
見
張
は
、
実
行
者
と
、
　
「
外
之
趣
意
無
之
候
ハ
・

　
　
違
え
這
入
候
も
の
と
無
差
別
」
同
罪
n
共
同
正
犯
た
る
べ
き
こ
と
を
宣
言
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
惟
う
に
、
こ
れ
は
見
張
を
実
行
の
分
担

　
　
で
あ
る
と
考
え
た
た
め
で
は
な
く
、
む
し
ろ
一
そ
の
外
見
が
自
分
自
身
の
利
益
を
追
求
す
る
意
思
に
発
し
て
、
実
行
者
を
利
用
し
、
自
己
の
犯

　
　
意
を
遂
げ
た
に
ほ
か
な
ら
ぬ
か
ら
、
実
質
的
に
は
実
行
者
と
変
り
な
き
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
種
判
例
に
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ず
「
最
初
よ
り
盗
之
儀
申
合
候
同
類
之
内
二
て
…
…
…
」
と
の
べ
て
、
土
ハ
謀
の
点
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
お
い
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
窃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
ソ

　
　
盗
実
行
中
片
陰
に
ひ
そ
ん
で
往
来
を
監
視
し
、
盗
賊
の
渡
し
た
勝
物
を
運
搬
し
た
事
件
に
関
し
、
御
定
書
に
お
け
る
賦
物
運
搬
の
規
定
を

　
　
援
用
し
た
掛
奉
行
の
伺
に
対
し
、
評
議
が
被
告
ら
の
共
謀
の
事
実
を
前
提
と
し
、
　
「
此
儀
御
定
書
二
家
藏
え
忍
入
候
盗
人
二
被
頼
盗
物
持

　
　
運
配
分
取
候
も
の
敲
之
上
官
追
放
但
配
分
不
識
候
ハ
・
書
意
上
所
挑
と
有
之
右
は
盗
之
儀
は
不
申
合
盗
賊
家
藏
え
忍
入
掛
物
持
出
候
上
二

　
　
て
持
運
之
儀
を
被
相
富
鉱
も
の
え
可
引
當
御
定
二
可
有
御
座
哉
…
…
…
」
と
の
べ
て
、
掛
奉
行
の
見
解
を
斥
け
、
盗
賊
之
外
見
に
相
当
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

　
　
る
と
し
た
、
天
明
八
年
無
宿
伊
三
郎
一
件
等
に
徴
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
に
お
い
て
も
ま
た
、
当
時
の

説　
　
共
同
正
犯
、
い
な
共
犯
が
客
観
的
な
事
実
そ
の
も
の
よ
り
も
、
主
観
的
な
共
同
者
の
意
思
に
重
点
を
お
い
て
い
た
こ
と
を
知
り
う
る
の
で

論
　
　
　
（
七
）

　
　
あ
る
。
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論　説

　
ロ
、
と
こ
ろ
で
こ
の
ば
あ
い
、
賦
物
の
配
分
を
う
け
る
こ
と
も
共
同
正
犯
た
る
の
要
件
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
具
体
的
な
事
例
は

ほ
と
ん
ど
こ
れ
を
う
け
た
も
の
の
記
録
の
み
で
あ
る
が
、
外
見
に
し
て
配
分
を
得
な
か
っ
た
、
若
干
の
判
例
を
拾
っ
て
み
る
と
、
前
記
天
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
ら
　
　
　
へ
　
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

八
年
無
宿
伊
三
郎
一
件
評
議
は
「
…
…
今
般
之
政
次
郎
張
物
配
分
は
不
蚕
齢
被
捕
候
得
共
吟
味
書
画
趣
二
て
は
猫
豫
有
之
候
得
は
配
分
も

・
　
・
　
・
　
・
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

可
致
趣
意
と
相
蘭
然
⊥
は
配
分
不
等
候
と
も
差
別
は
有
馬
座
間
敷
」
と
い
い
、
ま
た
文
化
十
二
年
肥
後
國
天
草
郡
流
入
甚
吉
一
件
の
虎
吉

に
関
す
る
評
議
に
も
「
品
品
吟
味
書
情
趣
二
番
は
甚
吉
盗
取
候
品
同
類
直
覚
引
受
可
賞
梯
遣
旨
申
聞
右
品
同
入
受
取
詩
書
立
別
レ
候
趣
ニ

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
し
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

有
之
然
ル
上
は
直
訳
影
面
候
得
は
配
分
も
可
致
趣
意
と
相
闘
甚
吉
盗
い
た
し
候
節
山
中
石
往
前
之
檬
子
此
も
の
見
張
半
在
候
上
は
配
分
未

へ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ル
ソ

三
塁
と
も
全
く
之
同
類
心
付
…
…
…
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
文
政
二
年
甲
州
西
保
中
村
三
藏
外
三
人
一
件
の
樺
論
衡
闇
に
つ
い
て
は
「
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

尤
同
人
（
実
行
三
三
藏
一
筆
者
註
）
盗
取
候
品
配
分
は
不
取
得
候
得
共
嬉
々
配
分
可
前
面
同
類
申
合
外
見
い
た
し
…
…
…
三
戴
手
間
取
候
故

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

先
月
立
蹄
…
…
…
其
後
同
入
二
出
合
配
分
之
儀
石
盛
促
候
も
の
二
面
配
分
取
候
も
同
様
之
趣
意
二
二
前
書
萬
次
郎
（
同
じ
く
外
見
を
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ソ

配
分
を
う
け
た
共
犯
一
筆
者
註
）
と
差
別
は
存
之
間
敷
」
な
る
評
議
が
み
ら
れ
、
同
様
に
本
件
で
「
盗
二
入
罷
申
旨
造
言
申
合
戴
朱
配
分
貰

受
候
積
二
而
」
外
見
し
た
共
犯
の
與
兵
衛
も
「
此
儀
三
藏
盗
取
候
品
配
分
は
不
取
得
候
得
共
晶
々
配
分
北
谷
積
同
類
申
合
三
藏
尊
い
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

候
内
土
舟
戸
前
外
二
罷
在
候
も
の
二
言
同
類
二
無
相
違
雨
間
」
な
る
理
由
で
、
配
分
は
う
け
な
か
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
実
行

者
と
同
一
の
責
任
を
負
わ
し
め
て
い
る
。
そ
こ
で
い
ち
お
う
、
賊
物
の
配
分
を
取
得
し
た
か
否
か
は
盗
賊
之
外
見
の
法
律
的
効
果
に
は
関

係
が
な
か
っ
た
と
い
っ
て
さ
し
つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
右
に
引
用
し
た
判
例
の
文
言
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
れ
が
差

別
を
う
け
な
か
っ
た
所
以
は
、
　
「
森
々
配
分
可
受
積
」
の
と
こ
ろ
、
な
ん
ら
か
の
障
艇
で
果
せ
な
か
っ
た
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
り
、
も

し
外
見
の
者
に
し
て
配
分
取
得
の
意
思
を
全
然
欠
く
よ
う
な
ば
あ
い
に
は
、
も
は
や
共
同
正
犯
と
し
て
は
扱
わ
な
か
っ
た
と
考
う
べ
き
で

　
　
（
＝
一
）

あ
ろ
う
。

　
ハ
、
ま
え
に
も
の
べ
た
よ
う
に
、
盗
賊
之
外
見
を
共
同
正
犯
的
に
扱
っ
た
の
は
、
そ
の
犯
意
に
お
い
て
実
行
者
と
え
ら
ぶ
と
こ
ろ
が
な
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い
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
か
ら
、
一
旦
盗
の
申
合
せ
を
し
て
、
し
か
も
外
見
ま
で
し
た
以
上
、
実
行
者
の
具
体
的
な
行
為
が
ど
の
よ
う
な

　
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
そ
れ
が
盗
の
範
囲
内
な
ら
や
は
り
同
罪
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
文
化
九
年
坂
本
町
萱
丁
目
勝
五
郎
盗
い

　
た
し
候
一
件
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
本
町
壼
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
兵
衛
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
　
五
　
郎

　
　
　
右
之
も
の
儀
無
宿
松
五
郎
申
勘
メ
候
二
同
意
い
た
し
無
宿
常
五
郎
一
同
申
合
三
拾
間
堀
四
丁
目
伊
右
県
門
宅
入
ロ
ニ
往
來
を
心
附
外

　
　
　
見
い
だ
し
右
松
五
郎
外
世
人
は
斎
え
這
入
金
子
拾
七
銀
翼
分
井
謹
昇
等
を
盗
取
候
哉
其
儀
は
不
存
候
空
将
黒
塗
影
画
二
入
候
笛
甲
櫛

　
　
　
笄
雪
田
計
盗
測
候
由
二
て
此
も
の
え
相
応
静
間
一
同
逃
去
憾
辛
申
之
弓
隠
共
松
五
郎
外
壼
人
行
衛
不
相
知
上
は
一
己
之
申
ロ
ニ
て
金

　
　
　
子
井
貸
金
謹
文
様
取
候
儀
不
存
由
は
難
取
置
既
右
櫛
笄
髪
差
は
金
五
爾
二
質
入
い
た
し
配
分
い
た
し
候
始
末
不
届
骨
付
死
罪

　
　
　
　
此
儀
（
中
略
）
手
元
二
有
之
品
を
與
野
盗
取
候
類
金
子
は
拾
歩
よ
り
以
上
死
罪
之
御
定
有
之
與
風
六
出
中
心
二
て
も
死
刑
二
相
成

　
　
　
　
今
般
之
勝
五
郎
は
最
初
よ
り
条
下
儀
申
合
外
見
い
た
し
候
も
の
似
て
縦
曽
爾
以
上
之
品
同
類
共
盗
取
正
儀
を
不
存
候
と
も
盗
取
候

　
　
　
　
品
之
内
配
分
い
た
し
候
も
の
二
挙
上
は
根
岸
肥
前
守
申
上
申
別
紙
例
日
見
合
上
之
通
死
罪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
じ

　
　
　
　
　
評
議
之
通
濟

　
　
と
あ
る
ご
と
き
が
そ
れ
で
、
こ
れ
は
結
局
、
実
行
者
が
見
張
に
窃
取
額
を
少
額
に
偽
り
、
こ
れ
に
相
応
す
る
配
分
を
し
た
が
、
実
は
拾
七

　
　
両
翼
も
盗
ん
で
い
た
も
の
で
、
こ
の
際
、
外
見
の
も
の
は
、
た
と
い
そ
の
事
情
を
知
ら
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
実
行
者
の
窃
取
額
全
部
に
つ

　
　
い
て
の
責
任
を
負
わ
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
死
罪
相
当
と
さ
れ
た
事
例
で
あ
っ
た
。

説　
　
　
し
か
し
、
実
行
者
の
行
為
が
共
謀
の
範
囲
外
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
責
任
を
ま
ぬ
が
れ
た
。
た
と
え
ば
、
盗
の
申
合
せ
の
上
外
見

論　
　
を
分
担
し
た
と
こ
ろ
、
家
屋
へ
の
侵
入
が
困
難
な
た
め
、
実
行
者
が
独
断
で
放
火
し
て
侵
入
し
よ
う
と
し
た
ば
あ
い
に
つ
き
、
放
火
窃
盗

27　（1●19）　19



の
罪
は
も
と
よ
り
、
通
常
の
盗
賊
之
外
見
の
責
任
さ
え
も
な
し
と
し
た
例
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
文
化
一
．
一
年
石
川
村
無
宿
粂
八
】
件
の
評

議
に
「
此
等
附
着
之
伍
は
不
申
合
候
と
も
↓
旦
外
見
之
儀
は
同
意
い
た
し
候
も
の
二
付
天
．
明
八
申
年
盗
賊
外
見
御
仕
置
之
儀
二
付
評
議
回

申
上
其
通
相
鹿
革
二
見
合
外
見
い
た
し
候
も
の
は
盗
賊
と
同
罪
可
相
成
慮
前
書
粂
八
儀
〆
り
有
之
難
立
入
候
蓮
附
瞬
い
た
し
候
⊥
は
〆
り

を
固
照
明
盗
二
入
漁
と
は
趣
意
も
途
ひ
左
候
得
は
此
も
の
外
，
見
之
儀
は
申
合
候
迄
之
不
屈
店
付
黙
劇
同
罪
二
は
難
相
成
（
中
略
）
π
敲
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

上
兄
縛
吉
え
引
渡
可
申
事
病
、
死
い
た
し
算
段
撃
て
申
土
語
二
恩
其
甘
甘
存
段
一
蹴
之
も
の
構
え
可
申
渡
」
と
み
え
る
も
の
が
そ
れ
で
あ

り
、
共
謀
の
域
を
越
え
る
共
犯
者
の
有
為
に
つ
い
て
は
共
同
正
犯
を
み
と
め
．
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
の
　
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
徳
川
川
法
に
お
い
て
共
謀
の
上
一
入
が
実
行
し
他
が
こ
れ
の
封
巾
助
を
な
し
た
る
事
例
と
し
て
盗
賊
之
外
見
を

あ
げ
、
こ
れ
が
共
同
正
犯
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
論
証
し
て
き
た
。
し
か
ら
ば
、
盗
賊
之
外
見
以
外
の
ば
あ
．
い
は
如
．
何
。

　
結
諭
か
ら
い
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
ば
あ
い
に
も
同
様
の
法
理
が
み
と
め
．
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
な
に
ぶ

ん
史
料
が
少
い
。
す
な
わ
ち
、
寛
政
十
年
無
宿
久
八
一
件
評
議
が
「
此
，
儀
…
…
…
煙
い
た
し
田
猟
見
て
入
墨
二
成
候
後
＃
身
と
盗
は
不
致

候
と
も
外
無
宿
共
盗
取
候
金
管
貰
ひ
請
殊
二
：
：
…
：
無
宿
久
七
途
中
之
盗
可
致
た
め
此
も
の
帯
域
躰
二
成
久
七
は
供
躰
二
て
歩
行
候
儀
を

申
合
候
は
同
類
二
有
之
盗
い
た
し
候
も
同
様
二
御
座
候
間
入
墨
二
成
候
以
後
又
候
盗
い
た
し
候
も
の
死
罪
之
御
定
二
て
貢
キ
方
え
附
伺
之

　
　
　
　
ガ
　

通
．
死
罪
」
と
の
べ
、
ま
た
、
寛
政
十
年
無
宿
妙
眞
二
件
評
議
に
「
此
儀
吟
味
書
之
趣
二
て
は
附
纏
い
た
し
騒
之
紛
れ
盗
可
釣
糸
無
宿
清
吉
申

勧
候
二
尊
意
い
た
し
宿
根
村
新
川
百
姓
彦
四
郎
物
置
軒
下
二
有
之
松
葉
え
清
吉
附
酬
い
た
し
断
節
同
人
差
単
二
任
せ
此
も
の
ハ
莚
を
持
陰

二
い
た
し
罷
右
同
類
二
御
座
候
天
明
四
辰
年
桑
原
伊
豫
守
御
勘
定
奉
行
之
落
手
限
県
警
上
御
仕
置
申
付
候
無
宿
和
吉
準
婚
賊
之
同
類
三
相

成
配
分
取
取
爆
殺
之
、
手
博
い
た
し
候
、
不
届
も
御
座
候
附
帯
附
払
い
た
し
盗
可
致
旨
道
心
者
堅
忍
．
南
入
と
申
合
嘉
兵
衛
居
宅
前
え
三
人
一
同

　
　
　
マ
へ
　

琴
新
菊
同
心
者
即
刻
二
て
附
与
い
た
し
候
節
一
同
罷
在
候
迄
一
一
候
得
＋
ハ
存
命
二
候
ハ
・
町
中
引
廻
し
之
土
火
罪
早
縄
付
も
の
一
一
候
爵
申
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

候
例
二
見
合
町
中
引
廻
し
之
土
火
罪
申
付
五
．
ケ
所
え
科
書
捨
札
爲
建
之
」
と
あ
る
ご
と
き
が
、
こ
の
ば
あ
い
に
関
す
る
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
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●

説

　
　
　
　
セ
　

で
あ
る
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
二
件
は
と
も
に
共
同
正
犯
を
み
と
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
い
ま
こ
れ
に
反
す
る
例
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な

い
。
な
お
、
一
人
が
共
犯
者
を
手
引
し
、
肩
に
の
せ
て
塀
を
乗
越
え
さ
せ
、
し
た
が
っ
て
後
者
の
み
が
盗
の
既
得
を
し
た
事
例
で
は
、
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
）

者
と
も
獄
門
に
処
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
前
述
盗
賊
之
外
見
と
の
権
衡
か
ら
し
て
も
、
け
だ
し
当
然
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
徳
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

刑
法
は
土
ハ
同
犯
罪
に
は
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
共
謀
に
よ
る
共
同
意
思
を
重
視
し
た
た
め
、
現
実
の
行
為
は
必
ず
し
も
実
行
行
為
そ
の
も
の

た
る
を
要
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
（
一
）
た
と
え
ば
古
類
集
十
一
（
六
六
三
）
安
永
三
．
無
宿
新
助
盗
い
た
し
候
一
件
は
こ
れ
を
否
定
す
る
立
場
を
と
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
河
國
幡
豆
郡
矢
田
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
姓
長
丘
ハ
駕
側
惇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
　
七

　
　
　
右
之
も
の
儀
所
々
二
て
理
智
其
上
同
類
申
合
罷
越
候
節
内
え
は
入
不
高
訓
得
共
配
分
取
之
不
届
二
品
死
罪

　
　
　
　
此
儀
吟
味
書
之
趣
二
て
は
百
姓
家
豪
所
二
有
之
鎌
二
挺
盗
取
．
群
聚
之
上
二
選
有
之
候
布
子
萱
ツ
盗
取
其
外
型
左
術
門
新
助
常
八
喜
右
衛
門
次
兵
衛

　
　
　
　
七
兵
衛
申
合
法
輪
寺
え
這
入
候
節
此
も
の
は
外
二
罷
在
松
向
村
百
姓
家
え
藤
八
喜
右
衛
門
常
八
次
兵
衛
七
兵
衛
申
合
忍
入
玉
節
も
是
又
外
二
罷
在

　
　
　
　
雨
度
共
盗
物
持
運
ひ
配
分
取
縄
も
の
二
御
座
候
御
定
書
二
家
部
え
忍
入
候
盗
人
二
被
頼
盗
物
持
運
配
分
取
候
も
の
前
之
上
輕
追
放
と
有
之
薪
之

　
　
　
　
上
二
干
有
之
候
布
子
を
盗
取
候
は
敲
程
之
科
二
て
百
姓
家
空
所
二
有
之
候
鎌
を
盗
取
候
は
手
元
二
有
之
候
品
を
盗
取
候
も
の
二
御
座
候
間
書
夜
二

　
　
　
　
不
早
戸
明
有
之
庭
又
ハ
家
内
二
人
無
上
金
手
元
二
有
之
輕
き
品
を
盗
取
単
二
入
墨
之
上
重
敲
三
層
定
二
御
座
候
間
重
キ
購
え
付
入
塁
之
上
重
敲

　
　
　
　
　
　
評
議
之
通
濟

　
　
　
な
お
古
類
集
十
二
（
七
五
一
）
安
永
二
・
板
垣
村
喜
四
郎
黒
物
買
取
候
一
件
参
照
。
・

　
（
二
）
盗
賊
の
外
見
に
関
す
る
判
例
は
、
古
類
集
十
二
（
七
五
一
i
七
六
〇
）
、
新
類
集
十
三
（
三
六
六
－
三
七
六
）
、
緬
類
集
十
二
（
六
－
十
）
、
天

27　（1●21）　21



o

　　　合　　　．1－1‘

　　　）　　　　　　　　dぐ才1．il才丁
　一一，庖征リ　イ司た」七金i誓1男二之

　　保定　 之し儀1武旅も　：：家二二書訓そ迂亘／ll∫1ソく1虞ノ＼の
　賊イIF舅ラ言義タピも1り．」｝∬之イ義

但江極五之罪の八文衣無i｛弩【．！1護疋

分入

取盗
ノ　　ニ

・被
．一梼
ヂ　　コ　　 ヨほし

．．．⊥二牛勿

1所／寺
覇｝：運

　酉！」

　ラ≠

　候
　も
　の

高．．芝

之
．上

輕
追
放

六濟
条

は申1酉ラ頂イ［辱
タトイ：F二霞〈〉ユ．．三

1之．｝：1’｝く二二・了・太

趣議遣等比
1意二手舎盗イ｝
撫辱抽1イ戻嫁く累1に
二ξき二　　　　』』卜胴　　　　仏！r　　　　イi夕さ　　　　ノワ己

イ1婆　　ケ　　ン仁　　∫布　　イ1㌃

ハ’被1弔：∬空方伎

＼1戎：々も肝
内候不の屋．
え堀届儀表鼓．．ll．」．．1話「Σは可il：

入：ノく極込トニ
化・．ヒが成二．見｝（：

も大イナいタト
の煙死た「菊
とソく罪し竹’
ゴ購ゴ友

」’｝ij　　　　　土∫」気

「耐イ．k：

↓1．L「　一．　r．，

　ムゾドニ＝上甲
il∫ill．［

申一．｝．．ニ

イ・1’　　イ1三心

底陵外
と劃占
れ1｛二≧

言平ゴ段

　、
之よ、
一．ヒり、

一．． Pノ　．．．レ

受二丁短’

と申、
申査、
一1・＝　　　　イ吐雰こ三、

」：＿じ　　　　　li．1」　、

羊日二之、

1齊1勾、

候二、
例て、
二外

合い

　
　
保
軒
翔
窟
本
十
二
（
一
L
　
　
」
・
’
ユ
ー
4
i
二
）
o

　
　
　
な
お
こ
の
評
議
の
結
果
、
烙
賊
之
外
見
は
盗
の
実
行
者
と
完
全
．
に
同
視
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
か
ら
、
八
重
肚
、
所
の
中
、
七
箇
所
ま
で
外
見
を
し
、
た

　
　
だ
一
度
だ
け
家
内
に
侵
入
し
た
．
も
の
に
つ
い
て
も
、
　
「
五
度
以
土
の
慰
入
の
御
定
」
　
（
御
定
書
第
五
十
六
条
）
が
思
川
さ
れ
て
、
引
廻
之
上
死
罪

　
　
が
料
せ
ら
れ
て
い
る
（
古
顔
集
十
二
・
∵
七
五
六
憶
見
政
十
・
上
州
倉
賀
野
宿
二
て
捕
候
無
宿
利
兵
衛
盗
い
た
し
候
一
件
）
。

（
三
）
　
古
類
集
三
（
一
六
〇
）
天
明
八
・
盗
賊
外
見
之
儀
二
付
評
議
。

（
四
）
　
ち
な
み
に
一
例
を
示
せ
ば
つ
ぎ
の
ご
と
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
へ

　
　
　
新
類
集
十
二
（
三
七
一
）
文
化
二
・
駿
州
無
宿
長
大
［
幽
初
筆
角
い
た
し
候
一
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
允
字
、
U
陰
詮
ド
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
め
ナ
む
ハ
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彌
助

　
　
右
之
も
の
儀
無
宿
．
長
太
申
合
江
尻
宿
旅
籠
屋
戴
軒
二
て
外
寒
竹
垣
井
路
次
口
南
南
二
て
押
明
、
ケ
長
太
儀
は
内
え
一
．
短
児
斑
鐡
又
は
し
ん
さ
し
有
之
戸
か

　
　
押
明
旅
人
繍
衣
類
金
子
等
盗
取
候
節
煙
も
の
儀
は
外
見
い
た
し
居
長
太
持
出
職
衣
類
金
子
等
、
分
ケ
取
右
脳
着
漏
壷
は
費
排
代
銭
と
も
金
六
南
三
分
箭
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弄ノ㌦

員田1 説

　
　
な
お
、
本
条
と
盗
賊
之
外
見
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
拙
稿
「
徳
川
幕
府
刑
法
に
お
け
る
賊
物
罪
」
　
（
法
政
研
究
第
二
五
巻
ニ
ー
四
合
併
号

　
　
一
四
一
頁
以
下
）
参
照
。

（
六
）
　
古
類
集
十
二
（
七
五
三
）
天
明
八
・
無
宿
伊
三
郎
窪
い
た
し
候
一
件
評
議
。
な
お
撰
述
格
例
初
篇
五
ン
下
（
二
四
）
寛
政
九
・
上
州
野
州
之
内
二

　
　
而
捕
候
盗
賊
「
件
の
仕
置
例
の
中
に
も
同
旨
の
先
例
が
み
え
る
。

（
七
）
　
か
よ
う
に
外
見
は
盗
の
共
謀
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
共
同
正
犯
た
り
え
た
。
し
か
し
盗
の
申
合
せ
は
し
て
も
、
そ
の
後
一
外
見
の
際
一
共
同
の
意
思

　
　
を
失
え
ば
、
や
は
り
盗
賊
之
外
見
と
は
み
な
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
撰
述
格
例
初
篇
五
ノ
下
（
七
）
の
つ
ぎ
の
判
例
を
み
よ
。

　
　
寛
政
七
卯
年
九
月

　　

ﾀ
麟
馬
守
殿
御
三
　
　
　
　
町
奉
桁
場
土
佐
態
　
－

　
　
】
　
四
谷
無
宿
文
五
郎
事
由
藏
盗
致
候
】
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
當
時
無
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
専
　
　
静

　
　
　
右
之
者
儀
町
人
躰
廻
者
懐
中
之
鐘
抜
取
其
上
吉
五
郎
吉
平
喜
太
郎
と
盗
申
合
右
三
人
煙
者
共
建
寄
有
之
開
戸
を
押
明
ケ
這
入
候
節
此
者
は
怖
敷
相

　
　
　
成
開
戸
之
際
二
拍
罷
在
同
類
共
選
取
締
破
衣
萱
ツ
貰
受
猶
又
右
之
者
共
締
込
艶
艶
傳
寺
門
際
迄
罷
越
手
合
之
者
共
塀
を
乗
越
忍
入
候
節
怖
敷
存
門

　
　
　
外
β
迩
去
此
も
の
抜
取
三
眠
六
百
五
拾
文
ハ
酒
食
二
遣
捨
同
類
汐
貰
受
三
衣
着
破
り
候
儀
共
不
届
二
黒
入
墨
之
過
重
敲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
御
仕
置
附

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
へ

　
　
　
右
差
貼
り
相
嘗
之
例
相
見
不
南
候
全
共
闘
五
郎
吉
平
喜
太
郎
野
寄
在
之
開
戸
を
押
明
ケ
立
入
候
達
見
餐
を
可
請
と
怖
敷
存
開
戸
之
際
二
残
り
罷
在

　
　
　
尤
三
人
之
者
共
盗
取
膳
破
衣
萱
ソ
貰
受
候
得
共
其
後
も
右
三
人
之
も
の
共
に
被
連
清
華
寺
門
際
迄
罷
越
候
庭
前
遷
喬
成
右
之
者
共
忍
入
候
後
門
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
5
迩
去
難
儀
陰
雲
破
衣
萱
ツ
貰
請
候
外
配
分
鼠
取
候
儀
も
無
之
同
類
之
も
の
忍
入
夏
時
致
心
配
外
見
致
し
居
候
趣
意
二
は
無
御
座
候
間
死
罪
相
當

　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
カ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
し

　
　
　
之
者
二
も
無
之
乍
然
一
旦
は
盗
心
懸
ケ
三
人
之
者
共
一
同
罷
出
候
四
二
而
萱
人
立
途
中
之
小
盗
致
し
田
儀
も
御
座
候
間
肇
入
墨
之
上
重
敲

（
八
）
　
前
掲
註
（
六
）
所
引
判
例
。
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論

（一

O
）

（
一
四
）

（
一
五
）

（
一
六
）

（
一
七
）

（
九
）
　
績
類
集
十
二
（
⊥
四
）
文
化
十
二
・
肥
後
國
天
草
郡
一
着
在
候
流
人
甚
古
轍
い
た
し
候
一
件
。

（
一
〇
）
　
（
一
一
）
　
続
類
集
十
二
（
十
八
）
文
政
．
二
。
甲
州
西
保
中
村
三
中
外
三
人
画
い
た
し
候
一
件
。

（
一
二
）
　
そ
れ
ゆ
え
、
盗
賊
之
外
見
が
共
同
正
犯
た
り
．
う
る
た
め
に
は
、
少
く
と
も
外
見
の
も
の
の
配
分
受
領
の
意
思
を
必
要
と
す
る
け
れ
ど
も
、
盗
の

　
　
申
合
せ
は
当
然
共
謀
者
の
財
物
領
得
の
意
思
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
点
で
余
程
確
た
る
証
拠
で
も
な
い
限
り
、
配
分
受
領
の
意
思
の
不
存

　
　
在
は
推
定
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
ニ
ー
戸
イ
「
、
・
＝
　
、
　
8
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
／
、
．
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　
　
室
を
遅
ら
せ
る
こ
と
を
分
担
し
た
も
の
に
つ
き
、

　
　
　
の
）
入
墨
重
敲
を
科
し
た
先
例
を
西
川
し
て
、
入
墨
重
敲
に
処
し
た
判
例
が
あ
る
。

　
　
　
は
な
い
が

　
　
　
実
行
と
他
の
封
巾
助
行
為
を
共
同
正
犯
と
し
た
ケ
ー
ス
と
い
え
ぬ
こ
と
は
な
い

　
　
　
喜
助
盗
致
振
一
件
参
照
）

　
（
一
八
）

　
　
　
く
、

　
四
　
さ
て
、

判
例
に
よ
っ
て
こ
れ
に
類
す
．
る
法
理
を
か
な
り
広
汎
に
展
開
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
え
た
か
と
拾
う
。

が柄政一iヒ之八
ン＼　汐く　●

回・竺表
↓しの坊
犯ゆ三1三

にえ榮
段1で出
しあ御
・る場御 。所

k獄撰盗とい入遅も’古『古新新
　門並致他が墨らつ類：類類類
」以と格振の’妻せと集集集集
一．ヒせイ列一￥11｛』孟言託敲るも八二十十
にら：初件1．ののをこ’（六三三．
よれ篇参行性科と共四（（（
似お夢思孕鎮達書器喬δ老老

刑場）　 犯し援も確十二彪イヒ化
法所寛　 とて川の実・政三九
　　　　　、

定

に

は

な

ん
ら

そ

の

形
跡
を
と

ど

め

て
い
な

い

に

も

か
か
わ
ら

ず
、

細

細
m
盗
致
候

件
の

御
仕
置
r付

参
照
Q

ち

な

み
に

本
件
の

窃
盗
が

死
罪

で
な

合での揺託し
政あ実さり

小らのも喫
普、処の『
請こ分に
薫れに対雑
肥まっしi淡
吉たいてし
三　、て　’て
郎一の（彼
中人記正の
問の録犯帰

し　 しにな無十・。
た前てつら宿。イ・1坂
ケ者一．’きし三無川木
iと八　’　　　　め眞宿村町ス同墨一ll二　　　　る儀久無7藷

習弊そ｝｝磯瀦
筆　窪参馨ζ1葦鴛．

件
Q
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そ
こ
で
い
ま
、
一
、
二
、
三
の
類
型
に
分
っ
て
論
じ
た
と
こ
ろ
を
ふ
り
か
え
っ
て
、
そ
れ
ら
の
間
の
関
係
を
検
討
し
て
み
る
に
、
既
述

の
ご
と
く
、
一
が
む
し
ろ
前
節
ま
で
の
成
文
法
規
定
に
洩
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
、
い
わ
ば
前
期
の
遺
制
的
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た

の
に
反
し
、
　
二
・
三
に
み
え
る
法
理
は
主
と
し
て
後
期
に
い
た
っ
て
生
じ
た
、
　
主
観
主
義
的
色
彩
の
濃
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
付

く
。
そ
れ
は
外
形
上
、
正
犯
・
従
犯
関
係
を
と
っ
て
い
た
、
頭
取
・
同
類
、
当
入
・
荷
担
入
、
教
唆
者
・
被
教
唆
者
等
々
と
対
立
し
、
共

同
正
犯
的
な
形
態
を
と
っ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
と
も
に
主
観
主
義
的
刑
法
観
を
基
盤
と
す
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
叙

上
の
土
一
同
正
犯
形
式
鳳
、
御
定
書
の
知
ら
な
か
っ
た
法
理
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
実
は
御
定
書
の
刑
法
主
義
を
根
底
と
し
て
判
例
が
う
み
出

し
た
法
理
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
両
者
は
一
つ
の
統
一
的
な
刑
法
観
よ
り
出
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

皿

’

　
　
　
一
　
以
上
の
叙
述
よ
り
明
ら
か
な
ご
と
く
、
徳
川
刑
法
に
は
、
共
同
犯
罪
を
正
犯
・
従
犯
の
二
つ
に
分
け
て
処
現
す
る
御
定
書
方
式
と

　
　
そ
の
補
充
的
意
味
で
共
同
正
犯
的
処
分
を
示
し
た
判
例
法
と
が
存
在
し
た
。
が
、
現
実
に
は
、
例
外
的
に
で
は
あ
る
が
、
こ
の
い
ず
れ
に

　
　
も
あ
て
は
ま
ら
ぬ
処
分
形
式
も
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
殺
人
罪
に
関
し
て
、
事
実
上
共
同
者
の
い
ず
れ
の
行
為
が
結
果
に

　
対
し
て
因
果
関
係
を
も
つ
か
明
ら
か
で
な
い
ば
あ
い
、
そ
の
結
果
を
包
括
し
て
各
自
単
独
に
責
任
を
負
わ
し
め
る
こ
と
な
く
、
正
犯
の
刑

　
　
た
る
下
手
人
よ
り
一
等
減
じ
て
と
も
に
遠
島
に
処
す
る
方
法
の
ご
と
き
が
そ
れ
で
、
い
わ
ば
準
共
同
正
犯
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
そ
こ
で
以
下
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
み
た
い
之
思
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
二
　
最
初
に
、
わ
れ
わ
れ
は
百
箇
条
、
第
七
十
一
条
の
つ
ぎ
の
規
定
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

説　
　
從
前
々
之
例

論
　
　
　
一
大
勢
二
て
人
を
打
殺
半
時
初
獲
二
打
掛
候
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
手
入
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ゴへ
lilii∫

一、ノ
5；1，L』

い
う
ま
で
も
な
く
、
本
条
は
、
多
数
の
入
が
殺
人
を
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
中
の
誰
の
行
為
が
結
果
に
対
し
て
因
果
関
係
を
も
つ
か
わ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
食
）

な
い
ば
あ
い
に
、
最
初
に
手
を
下
し
た
も
の
を
も
っ
て
殺
入
罪
の
正
犯
と
み
な
す
規
定
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
規
定
に
よ
れ
ば
初
発
に
手

を
下
し
た
も
の
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
解
決
法
が
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
よ
う
な
事
件
は
存
外
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら

そ
の
処
理
が
問
題
と
な
る
。
以
下
に
の
べ
る
、
怨
書
六
十
六
の
仕
置
例
は
、
こ
れ
に
対
す
る
一
つ
の
回
答
を
な
す
。

　
例
書
六
十
六
「
二
人
二
而
石
を
投
附
打
殺
候
庭
い
つ
れ
之
石
中
り
相
識
候
哉
不
分
も
の
御
仕
置
誓
事
」
に
は

　
寳
．
麿
二
申
年
九
月
御
仕
置
之
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
一
　
　
」
／
　
　
／
f

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
州
佛
濱
村
　
　
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穏
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
三
郎

　
　
此
者
共
儀
甚
兵
衛
養
父
長
作
方
江
下
櫻
井
鴬
野
右
術
門
度
々
湿
り
博
亦
、
打
候
様
長
作
江
蘇
候
儀
を
甚
兵
衛
不
届
二
存
電
降
参
間
敷
旨

　
　
申
候
よ
り
及
日
論
候
悪
用
右
術
門
儀
中
直
り
国
酒
給
上
申
旨
申
出
し
其
節
同
村
利
三
郎
組
合
半
間
三
入
連
立
同
村
酒
屋
江
罷
越
酒
を

　
　
給
三
人
共
醇
候
而
同
村
濱
邊
江
罷
越
候
節
理
右
衛
門
最
初
之
儀
を
申
出
し
抗
合
甚
兵
衛
利
三
郎
石
を
以
理
右
術
門
江
打
付
候
虜
中
り

　
　
所
悩
敷
理
右
輝
輝
相
即
側
圧
、
南
至
二
而
死
骸
を
埋
メ
石
を
投
附
紫
黒
闇
夜
密
儀
故
里
レ
之
石
中
り
相
輿
候
哉
之
旨
酔
人
共
申
之
二
付

　
　
甚
兵
術
儀
ハ
下
手
人
利
三
郎
儀
ハ
遠
島
可
申
付
哉
と
相
伺

　
　
爾
入
共

　
　
　
　
「
一
£
）

　
　
　
　
、
ユ
ー
i

と
み
え
る
。
こ
こ
で
奉
行
が
、
事
件
の
そ
も
そ
も
の
発
端
で
あ
る
筈
の
甚
兵
衛
を
下
手
人
、
」
（
偶
然
の
共
同
者
た
る
）
利
三
郎
を
遠
島
と
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伺
っ
た
の
は
、
両
者
を
そ
れ
ぞ
れ
正
犯
。
従
犯
と
み
な
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
老
中
の
差
図
が
こ
れ
を
斥
け
て
両
人
と
も

　
　
に
遠
島
に
処
し
て
い
る
の
は
、
各
自
の
罪
が
正
犯
よ
り
一
段
軽
い
こ
と
を
み
と
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
規
定
は
、
第
一
に
、
共
同
し
て
殺
人
を
し
た
際
、
各
人
の
行
為
と
結
果
の
因
果
関
係
が
不
明
な
ら
ば
下
手
人

　
　
を
ま
ぬ
が
れ
た
こ
と
、
第
二
に
、
そ
れ
ら
は
同
罪
た
る
べ
き
こ
と
、
以
上
の
二
つ
を
内
容
と
す
る
。
そ
こ
で
こ
の
二
点
に
つ
い
て
判
例
を

　
拾
っ
て
み
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
じ

　
　
　
ま
ず
第
一
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
寛
政
四
年
武
州
芝
村
二
道
擬
死
致
し
候
無
宿
治
助
一
件
、
享
和
元
年
肥
前
國
長
崎
本
五
聖
町
宇
兵
衛

　
　
　
（
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

　
　
一
件
、
．
文
政
十
二
年
下
谷
三
之
輪
町
髪
結
久
兵
衛
弟
子
午
次
郎
外
燈
人
一
件
、
等
々
。
ま
た
、
第
二
点
に
つ
い
て
は
、
上
記
文
政
十
二
年

　
　
の
判
例
⑳
ほ
か
、
文
政
元
年
日
向
國
鹿
野
田
村
之
も
の
共
一
件
の
千
左
衛
門
に
関
す
る
「
：
…
・
い
た
し
方
も
可
有
之
慮
無
豊
州
此
も
の
“
秤

　
市
五
郎
彌
市
三
入
二
而
木
切
竹
切
を
以
金
兵
衛
を
響
応
い
た
し
夜
分
之
儀
堅
肥
初
磯
誰
打
疵
付
候
と
も
不
半
分
素
5
意
趣
里
芋
等
に
て
可

　
打
殺
心
底
二
は
無
之
候
得
共
闘
所
悪
獣
候
哉
翌
日
賢
息
軍
器
果
候
段
不
届
坪
付
中
追
放
申
付
候
騰
勢
二
見
合
強
而
輕
重
も
有
之
間
敷
候
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
伺
之
通
中
追
放
」
な
る
評
議
、
あ
る
い
は
天
保
七
年
播
州
須
加
院
村
直
七
外
七
人
一
件
の
「
…
…
…
今
般
之
直
七
外
七
人
は
吟
味
書
之
趣

　
　
二
而
は
忠
次
郎
立
騒
環
節
誰
嚢
意
と
申
儀
無
二
初
蛮
打
懸
り
候
も
の
も
夜
中
故
互
二
見
留
男
申
何
レ
も
難
捨
難
読
打
倒
候
陰
野
付
右
疵
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　

　
而
相
果
候
儀
二
而
頭
取
候
も
の
無
漏
候
型
付
…
…
…
伺
之
通
一
同
三
十
日
手
鎖
」
な
る
評
議
等
に
踏
襲
さ
れ
て
お
り
、
結
局
、
こ
れ
が
絶

　
対
的
な
規
範
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

　
　
　
こ
の
よ
う
に
聖
書
の
見
解
は
そ
の
後
の
判
例
に
多
大
の
影
響
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
ら
ば
、
こ
れ
に
全
然
疑
問
が
感
ぜ
ら

　
れ
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
も
な
い
。
天
保
二
見
卯
年
八
月
九
日
、
大
目
付
石
谷
備
後
守
に
差
出
さ
れ
た
、
左
の
質
問
が
そ
れ
で

説　
　
あ
る
。

論　
　
　
人
を
殺
し
導
者
ハ
、
必
死
刑
二
被
レ
行
孟
子
ハ
、
天
下
拙
論
通
法
二
等
可
レ
有
二
御
座
一
と
相
心
得
申
候
、
然
庭
或
ハ
爾
三
二
三
人
を
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曽ノ、　 鷺、ノ

右
翼
も
の
義
理
來
二
黒
治
助
外
四
人
悪
日
申
懸
ケ
及
口
論
襲
方
申
募
治
助
を
大
勢
二
世
打
輝
い
た
し
誰
打
殺
候
と
串

口
論
仕
懸
ケ
候
よ
り
．
事
起
り
一
同
取
懸
打
劉
致
し
治
助
稲
果
候
上
申
此
も
の
獲
端
人
二
無
論
．
不
脳
二
以
下
手
人

　
御
差
圖

、
　
＼

ノ
ー
イ

和徳衛村官
分

候次弟
・得

此
も

の

　≡萩
　原　，七∫爾
　少卜ll圧‘

山ノ蔓ン兵
刻三二、レニ棉f

市郡御
右芝代

門　所

　
　
殺
し
、
或
ハ
一
、
一
入
二
三
人
を
殺
し
、
共
次
第
前
後
甲
乙
少
し
も
無
レ
之
候
は
ゴ
、
麗
人
二
而
も
、
…
、
…
雨
冠
而
も
、
同
檬
、
死
罪
二
可
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
被
レ
行
筈
之
義
二
御
座
候
哉

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
前
掲
請
例
の
ご
と
き
ば
あ
い
に
お
い
て
も
、
ま
さ
し
く
共
同
正
犯
的
処
分
を
是
認
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
、
大
旧
恩
は
な
ん
ら
特
別
な
説
明
を
付
さ
ず
、
例
書
六
十
六
の
仕
置
例
を
書
き
記
し
て
回
答
と
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ

ゆ
え
、
例
坐
口
の
ご
と
き
処
，
分
方
法
が
い
か
な
る
理
由
に
も
と
ず
く
も
の
で
あ
．
る
か
は
明
ら
か
に
せ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
．
る
．

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
（
一
）
　
初
発
に
打
か
か
っ
た
こ
と
が
明
瞭
で
も
こ
の
川
定
の
適
川
を
排
除
し
た
例
が
あ
一
る
（
享
保
元
。
肥
後
國
長
崎
本
五
嶋
野
馳
兵
備
雑
船
い
た
し
候
一

　
　
件
、
後
出
、
註
（
（
四
，
）
参
照
。
け
だ
し
傷
手
も
後
数
人
で
あ
り
、
殺
、
さ
れ
た
人
が
、
果
し
て
こ
の
も
の
に
打
た
れ
た
も
の
か
ど
う
か
不
明
だ
か
ら
と
い

　
　
う
理
由
に
よ
る
。

　
（
二
）
　
徳
禁
後
、
六
、
四
三
七
i
四
三
八
百
ハ
。

　
（
三
）
　
撰
述
格
例
初
篇
十
ノ
下
に
み
え
る
つ
ぎ
の
仕
置
例
。

　
　
　
セ
j
U
み
入
珂
～
ヒ
槽
「
P
」
＼
コ
」

　
　
　
ヨ
ニ
ロ
　
ロ
レ
ト
の
ト
ン
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ノ

　　

ﾋ
田
委
正
殿
禦
岡
　
　
　
御
助
礁
瀟
甲
斐
守
縣
心

　
　
　
一
　
武
州
芝
村
二
而
攣
死
致
し
候
無
宿
治
助
一
件
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論説

〈
四
）

（
五
）

遠
　
嶋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
御
仕
置
附

右
無
宿
治
助
を
打
殺
忍
者
誰
仕
業
と
も
不
相
分
候
得
共
此
も
の
翼
端
人
二
付
大
勢
二
業
入
を
打
殺
候
時
初
贋
二
野
懸
り
候
も
の
之
御
定
二
見
合
下

手
人

古
類
集
十
五
（
九
九
五
）
享
和
元
・
肥
前
國
．
長
崎
本
五
鳩
町
宇
佐
雑
葺
い
た
し
候
一
件
。
判
決
全
文
を
示
せ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
本
五
嶋
町
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
次
　
郎

右
之
も
の
講
堂
船
は
前
々
よ
り
堅
差
留
置
猶
又
近
來
は
於
他
領
も
相
鎚
間
敷
旨
追
々
嚴
敷
申
渡
有
之
常
態
も
差
留
置
候
庭
不
監
守
町
内
宇
兵
衛
外

試
人
申
合
世
話
い
た
し
常
五
月
五
日
町
内
ナ
雑
船
二
こ
組
罷
出
沖
合
二
て
肥
前
國
深
堀
船
と
羅
合
勝
負
未
相
舌
内
牛
方
之
船
本
五
嶋
町
船
之
先
を

乗
廻
心
外
二
候
測
深
堀
船
え
多
人
数
耀
を
持
乗
移
り
名
前
不
存
塗
方
乗
組
之
も
の
を
打
陣
い
た
し
候
節
最
初
此
も
の
よ
り
打
掛
り
候
二
付
乗
組
之

も
の
も
大
勢
擢
を
以
打
薄
い
た
し
既
深
堀
之
も
の
之
内
々
人
も
有
之
商
人
は
海
中
二
沈
鐘
果
候
始
末
二
至
結
腸
不
届
気
付
下
手
人

　
此
儀
深
堀
之
も
の
を
打
融
い
た
し
候
節
最
初
此
も
の
よ
り
打
懸
り
六
器
共
海
中
二
蕪
蜂
長
泣
は
此
も
の
二
被
溜
場
も
の
と
も
不
相
決
候
間
大
勢

　
二
て
人
を
打
殺
候
時
轡
型
二
瀬
懸
り
候
も
の
下
手
人
之
御
定
え
は
難
引
率
御
定
書
野
獣
例
時
奥
州
佛
濱
村
百
姓
長
作
養
子
甚
兵
衝
百
姓
利
三
郎

　
儀
酒
狂
之
上
下
櫻
井
村
利
右
術
，
門
と
及
口
論
爾
人
石
を
以
利
右
衛
門
え
打
付
候
庭
當
り
所
悪
言
利
右
衛
門
着
果
富
山
付
甚
兵
衛
は
下
手
人
利
三

　
郎
は
遠
嶋
と
相
伺
両
人
共
遠
嶋
と
御
尋
圓
有
之
候
儀
も
有
之
去
ル
子
年
曲
淵
甲
斐
無
御
盆
定
星
行
脚
節
手
早
伺
之
上
御
仕
置
申
付
喉
武
州
芝
村

　
百
姓
市
右
衛
門
弟
徳
次
郎
儀
往
相
二
て
治
助
外
四
人
え
悪
口
申
掛
壷
口
論
難
．
方
申
募
治
助
を
大
勢
二
て
打
掛
い
た
し
雪
打
殺
候
と
申
儀
は
不
相

　
分
候
得
共
徳
次
郎
口
論
仕
掛
候
よ
り
事
起
り
一
同
取
掛
り
打
斎
い
た
し
治
助
藁
箒
置
上
ハ
徳
次
郎
獲
端
人
為
置
去
不
届
口
付
下
手
人
と
相
伺
遠

　
嶋
と
御
差
圃
有
之
候
を
も
見
合
遠
嶋

　
　
　
評
議
之
通
濟

天
保
類
集
三
四
（
三
）
文
政
十
二
・
下
谷
三
之
輪
町
髪
結
久
兵
術
弟
子
羊
次
郎
三
一
人
人
を
殺
候
一
件
。
本
件
は
二
名
に
よ
る
殺
人
事
件
で
あ
る
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儀

候
．．［

ノ＼

御イ
l
l

置

附

主
計
頭
申
上
座
例
題
肥
後
國
佐
伊
津
村
利
賊
勘
ん
衛
門
犠
も
初
磯
打
懸
り
候
ノ、

同

人

候
得
共
追
而
利
賊
儀
荷
棒
を

は
初
磯
打
掛
候
も
の
下
手
人

相
成
．
其
余
二
．
至
り
候
而
は
始
＋
．
爪
次
第

一
揃
段
．
々
御
仕
置
弛
ミ
候
檬
之一

　
　
艦
　
　
「
・

」
，
L
．
　
．

も
可
有
志
、
・
」

㍍
・
．
卜
口

端
イ
イ

将
戯
得
共
．
南
人

而
之

一

も
無
之
候
⊥
は
最
初
打
掛
候
故
而
巳
を
以
．
鐸
次
郎
儀
下
三
人

二
相
成
1
医

而

は

事
實
二．

お
み
て
儲
君
と
も
難
申
畢
寛
「
多
人
数

而
及
殺
害
候
節

果
候
上
は
萬
五
郎
子
留
候
底

面
却
而
同
人
儀
下
手
人
二
面
も
可
然
哉
二
相
聞
候
得
．
共
素
5
何
レ
之
疵
・
〕
二
論
及
死
面
と
之
治
定
は
無
之
多
人
数

儀
二
士
．
今
般
之
捨
次
郎
外
萱
人
儀
は
最
初
庇
爲
相
々
は
午
次
郎

候
．
と
も
追
而
萬
五
唐
竹
鎗
を
以
吉
五
郎
左
り
乳
之
土
を
突
候
慮
涯
ハ
催
同
人
相

付
候
何
レ
之
石
中
り
和
果
候
と
之
治
定
は
勿
論
最
初
投
付
候
も
の
も
暗
夜
腐
熟
朝
鮮
不
均
分
下
丁
人
朝
鳶
場
合
を
以
、
幽
人
と
も
遠
．
鴫

相
成
候

A
人
と

定
満
幅

流
儀

付
紐
御
定
的
．
當
と
は
山
繭
御
仕
置
附
二
申
一
1
、
・
．
一
．

咽．

w
モ
j
、
「
　
一

存
E
一
一
旧
崇
ド
コ

ド
ー
i
　
　

．
↓
7
じ
「
1

ー
ノ
．
．

．
I
l
r
　
一

一
候
御
定
書
江
添
候
受
書
之
奥
無
敵
東
村
甚
丘
ハ
衛
…
外
＋
冠
人
は
投

此
儀
御
定
書

大
勢
二
受
人
を
打
殺
．
候
偉
勲
我
二
打
懸
垂
も
の
下
手
人
と
有
之
右
は
多
人
数

＿4

同

r／iI

打
殺
憂
節
初

護

打
懸
り
イ　τ、む　．P’
　・、

も
0）

、3

璽
卜

を
突
候
得
は
其
催
札
果
候
廿
犠

相
成
候
早
掻
は
何
レ
之
疵

｝
口
了
」
了
く
エ
．
．
．
、

　　

@　

@　

@　

ﾆ
も
難
決
．
右
始
末
不
届

『
季
ロ
封
耳

付
膳
人
と
も
速
嶋

抜
放
し
後
ロ
方
額
隠
江
懸
切
付
猶
脊
汐
・
婬
脇
腹
江
懸
ケ
嘉
賞
負
候
得
は
振
司
砲
丁
を
振
上
打
懸
り
候
故
逃
去
候
後
萬
五
郎
儀
竹
鎗
を
以
左
乳
之

幽
　
一

承
傅
次
郎
外
萱
人
下
荷
順
い
た
し
自
次
郎
儀
ハ
脇
差
を
帯
右
途
中
迄
罷
越
候
照
照
所
不
知
古
五
郎
導
出
刃
庖
丁
を
振
廻
し
駈
参
り
寸
間
右
脇
差
を

萱
人
．
取
、
扱
内
濟
爲
致
候
庭
常
人
共
は
．
卿
申
分
．
無
之
訣
辞
候
を
住
所
不
知
古
五
郎
礒
了
簡
難
成
由

而
右
仕
返
し
と
三
之
輪
町
江
押
懸
滲
り
候
趣
及

P

右
之
も
の
共
儀
三
郎
右
衛
門
方

而
受
給
喬
居
候
、
節
知
ル
人
傅
次
郎
外
壷
人
儀
辰
五
郎
方
二
居
候
吉
五
郎
外
流
人
と
ロ
論
い
た
し
候
を
伊
之
助
外

．＝若」

li冊
r
ゴ
し

、
し
ノ

一ρ

M
口

　　　　　　　久

　　　　　　共

外午衛
訓謙
人郎

ノ　幽　・

全
」・‘

髪
結

一
卜

谷

之
輪
田∫

ま　が
　、　　　　、

7
じ
ー
ー
フ
、

恭
「
ル

」ーダイ
茸．モ：

「「一1

の

規
定
に
し

オ

が
っ

た
．
も
の
で
あ
る
。

判
翫
賞
全
．
L
叉
を
二
飽
せ
ば

例

1ユ1ヨ

の

例
と

異
な
り
　、

初
発
に
打
か
か

っ

た
も
の
は
明
瞭
．
で
あ
る
の
に
、

い
ず
れ
の
行
為
に
よ
つ

て
死
ん
だ
の
か
が
つ
い

に
決
定
で
き

ぬ
ま
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（
六
）

（
七
）

（
八
）

　
以
打
貰
い
た
し
候
故
相
手
之
も
の
一
旦
氣
買
い
た
し
候
及
仕
儀
併
同
人
鳥
打
邸
相
果
候
と
も
治
定
不
様
栄
森
前
書
甚
兵
衛
外
三
人
江
引
當
雨
人

　
と
も
華
語
二
相
成
嘉
例
的
二
二
御
座
候
間
伺
之
通
二
人
と
も
遠
嶋
二
漁
舟
面
面
仕
然
候
庭
牢
屋
類
嶢
博
雅
放
遣
立
老
鴬
も
の
二
付
追
而
主
計
頭

　
申
上
候
通
爾
人
と
も
中
追
放
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
評
議
之
通
濟

績
類
集
十
六
（
六
）
文
政
元
・
日
向
國
鹿
野
田
村
之
も
の
共
編
國
修
行
者
を
南
郷
い
た
し
追
而
右
修
行
者
相
果
候
一
件
評
議
。

天
保
類
集
三
四
（
十
四
）
天
保
七
。
播
州
須
賀
院
村
直
七
外
七
人
儀
齪
心
之
も
の
を
手
荒
之
取
計
い
た
し
候
一
件
評
議
。

古
事
類
苑
、
法
律
部
、
二
、
八
二
三
頁
。

論説

三
　
と
こ
ろ
で
、

定
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
お
い
て
は
変
り
は
な
い
。

で
な
か
っ
た
こ
と
は
、

の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
へ

　
し
か
ら
ば
、
な
ぜ
に
裁
判
所
は
か
よ
う
な
例
外
を
み
と
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
そ
の
合
理
的
な
理
由
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る

が
馬
　
事
柄
が
普
通
殺
人
罪
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
　
左
に
掲
げ
る
天
明
元
年
信
州
禰
津
東
町
傳
之
助
下
男
喜
助
を
男
殺
潮
候
一
件

は
、
こ
の
問
題
の
解
明
に
あ
る
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
市
正
知
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
州
小
縣
郡
禰
津
東
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
　
　
藏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
人
知
行

前
記
御
定
書
の
規
定
に
し
て
も
、
ま
た
、
割
書
に
み
え
る
仕
置
例
に
し
て
も
、
殺
入
に
関
し
て
共
同
正
犯
関
係
を
否

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
も
、
か
よ
う
な
処
分
方
法
が
徳
川
刑
法
の
共
同
正
犯
に
対
す
る
基
本
的
態
度

　
す
で
に
前
節
で
考
察
し
た
と
こ
ろ
が
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
は
い
わ
ば
例
外
に
属
す
る
も
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ii】田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
リ
畢
．
煽
汀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
コ
4
戸
H

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
工

面
長
藏
儀
あ
き
と
喜
助
密
通
之
糖
衣
有
之
夕
潮
・
離
縁
不
致
以
前
い
た
し
方
も
可
有
之
虜
離
縁
い
た
し
候
後
無
間
も
喜
助
女
房
二
貰

候
由
之
風
聞
有
之
候
辿
兼
て
密
通
之
謹
糠
も
無
面
魂
を
得
と
糺
も
不
露
文
を
以
幸
助
を
頼
途
中
二
審
凹
ソ
蓋
口
助
を
及
殺
害
候
段
不
屈
二

付
下
手
入
睦
論
争
も
喜
助
と
あ
き
密
通
い
た
し
捻
出
は
不
承
澄
檬
無
用
隠
亡
共
あ
き
を
長
藏
、
離
縁
い
た
し
候
⊥
は
難
心
得
最
初
長
賊

方
え
あ
き
を
仲
人
い
た
し
心
外
二
部
辿
致
闇
討
候
外
無
之
旨
長
家
え
申
聞
金
予
貰
、
受
既
出
を
長
藏
切
殺
候
節
手
払
候
野
江
昼
将
遠

嶋　
　
此
儀
吟
回
書
焼
岳
二
て
は
幸
助
．
幸
え
．
長
賊
参
り
了
簡
ハ
無
之
哉
之
段
．
長
蔵
え
幸
助
申
聞
候
得
共
離
縁
い
た
し
添
上
は
致
方
無
之

　
　
幸
助
了
簡
ハ
無
調
哉
と
及
挨
拶
候
二
付
喜
助
を
闇
討
傷
い
た
し
候
外
塀
手
段
無
之
旨
煮
聞
．
長
蔵
も
尤
と
存
左
候
ハ
、
闇
討
二
可

　
　
毒
酒
得
共
球
人
二
て
は
無
心
元
金
レ
寡
歩
可
遣
瀬
間
手
俳
い
た
し
呉
候
様
幸
助
え
長
戴
紹
頼
候
と
有
之
癌
卜
助
は
致
差
圖
候
も
の
二

　
　
も
相
慮
り
可
申
候
間
差
囲
い
た
し
入
を
殺
さ
せ
候
も
の
下
手
人
差
圃
を
請
人
を
殺
候
も
の
速
馬
之
御
定
二
見
合
候
て
は
却
て
幸

　
　
助
．
は
下
手
人
二
も
可
有
之
哉
然
共
喜
助
え
遺
恨
含
候
営
入
ハ
全
長
藏
二
て
其
上
初
磯
打
掛
り
候
も
の
二
御
座
候
闘
是
又
下
手
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
カ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ス
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
は
難
劃
然
ル
時
は
萱
入
塾
爲
二
、
南
人
下
手
入
二
相
成
候
例
差
常
相
見
山
上
候
悶
猫
又
相
考
候
慮
あ
き
と
喜
助
密
通
い
た
し
候
哉

　
　
と
相
疑
遺
燦
を
含
候
は
長
賊
二
て
幸
助
ハ
遺
恨
有
之
闇
剛
堅
旧
債
得
共
闇
討
い
た
し
候
外
禄
手
段
無
量
旨
幸
助
申
聞
候
よ
り
事

　
　
翫
喜
助
を
長
者
殺
生
候
始
杢
相
覆
間
幸
助
は
遠
暢
一
て
は
灘
可
有
御
座
些
付
帳
填
下
手
人
幸
助
は
死
罪

　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
こ
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す
な
わ
ち
、
こ
の
事
姓
で
は
御
定
書
の
規
定
を
あ
て
は
め
る
と
、
下
手
人
が
二
名
で
る
こ
と
に
な
る
が
、

な
っ
た
先
例
は
な
い
、
と
い
う
理
由
か
ら
差
長
者
を
死
罪
、
妻
入
を
下
手
入
に
処
し
て
い
る
。

］
人
殺
さ
れ
て
一
一
入
下
手
入
に



　
さ
て
、
評
定
所
を
し
て
、
御
定
書
の
規
定
を
控
げ
て
ま
で
か
か
る
方
法
を
採
ら
せ
た
も
の
は
、
た
ん
に
先
例
が
な
い
と
い
う
こ
と
以
上

の
も
の
、
す
な
わ
ち
、
　
「
一
人
殺
せ
ば
一
人
が
下
手
人
」
と
い
う
、
き
わ
め
て
単
純
か
つ
非
合
理
的
な
観
念
の
存
在
を
想
像
せ
し
め
な
い

で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
御
定
書
に
み
え
る
前
掲
の
規
定
も
、
ま
た
、
そ
れ
に
関

連
す
る
例
書
の
仕
置
例
の
意
味
も
容
易
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
（
一
）
　
古
類
集
十
五
（
九
八
四
）
天
明
元
・
信
州
禰
津
東
町
傳
之
助
下
男
喜
助
を
及
殺
害
候
一
件
。
な
お
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
前
述
第
五
章
H
の
二
を

　
　
参
照
。

七

　
　
　
一
　
わ
れ
わ
れ
は
前
節
ま
で
に
お
い
て
、
徳
川
刑
法
に
お
け
る
共
犯
の
諸
形
態
を
一
通
り
考
察
し
お
え
た
。
い
ま
そ
れ
ら
を
要
約
す
れ

　
ば
、
結
局
つ
ぎ
の
二
点
に
帰
す
る
。

　
　
　
第
一
。
共
犯
に
お
い
て
も
ま
た
、
他
の
徳
川
刑
法
一
般
の
傾
向
と
同
じ
く
、
御
定
書
制
定
の
前
後
を
境
と
し
て
、
客
観
主
義
的
な
も
の

　
　
か
ら
主
観
主
義
的
な
も
の
へ
と
推
移
し
て
ゆ
く
過
程
が
み
ら
れ
る
。

　
　
　
第
二
。
し
た
が
っ
て
、
後
期
に
お
け
る
共
犯
の
処
分
方
法
は
主
観
主
義
的
刑
法
観
で
貫
か
れ
て
い
た
。

　
　
　
以
下
、
こ
の
二
点
に
つ
い
て
若
干
補
足
な
い
し
は
検
討
を
加
え
て
、
本
稿
の
む
す
び
と
な
し
た
く
思
う
。

　
　
　
二
　
ま
ず
第
一
点
に
つ
い
て
。
石
井
博
士
は
、
徳
川
刑
法
の
発
展
の
過
程
に
つ
き
、
御
定
書
を
境
に
し
て
前
期
は
客
観
主
義
的
・
一
般

　
予
防
主
義
的
で
あ
り
、
　
こ
れ
が
御
定
書
に
よ
っ
て
主
観
主
義
的
要
素
を
注
入
さ
れ
て
後
期
の
刑
法
が
成
立
つ
、
　
と
説
明
し
て
お
ら
れ
る

説
　
が
“
）
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
共
犯
の
研
究
に
お
い
て
こ
の
こ
と
を
首
肯
し
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
娩
妃

論　
　
（
一
）
　
石
井
博
士
は
こ
の
点
に
関
し
て
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
の
べ
て
お
ら
れ
る
。
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論説

　
　
　
　
「
筆
蹟
の
理
会
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
戦
旧
時
代
よ
り
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
は
、
客
御
、
ド
義
的
な
、
刑
法
黒
想
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
　
（
中

　
　
略
）
そ
れ
が
八
代
将
軍
古
宗
の
と
き
の
刑
政
改
革
に
よ
っ
て
、
主
御
、
的
．
要
索
が
そ
こ
に
注
入
さ
れ
た
。
公
事
方
御
定
書
に
見
る
「
苧
心
に
て
無
弁
」

　
　
と
い
う
文
一
．
．
口
は
、
こ
う
い
う
気
運
に
乗
っ
て
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
根
本
的
な
客
観
的
な
面
が
直
ち
に
く
ず
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ

　
　
の
主
観
主
義
思
想
は
従
来
の
客
聖
主
轟
の
基
礎
の
上
に
築
き
ヒ
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
七
て
、
そ
の
⊥
観
．
的
傾
向
は
同
時
に
、
縁
坐
制
及
び
連
坐

　
　
制
の
批
判
と
な
り
、
刑
罰
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
一
般
r
防
主
鵜
の
側
に
、
特
別
予
防
主
義
の
発
達
を
促
し
た
の
で
あ
．
る
。

　
　
　
こ
う
い
う
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
寛
保
時
代
の
刑
法
に
お
け
る
基
本
的
な
も
の
は
、
客
観
．
主
鶉
で
、
そ
の
王
に
雫
．
観
主
菰
的
な
も
の
が
築
か
れ
た
の

　
　
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
立
揚
と
し
て
は
、
ま
ず
、
犯
罪
的
行
為
は
す
べ
て
、
処
罰
す
べ
き
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
そ
し
て
特
殊
の
事
情
が
あ
る
場

　
　
く
日
に
、
そ
の
刑
が
変
化
．
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
黒
化
寺
・
舘
れ
る
だ
け
で
刑
が
免
除
さ
．
れ
な
い
の
は
、
行
為
自
身
が
処
罰
さ
る
べ
き
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
」

　
　
　
（
石
井
博
⊥
　
「
刑
罰
の
歴
史
」
黛
法
律
学
大
系
。
法
学
理
論
扁
所
収
∵
八
七
一
八
八
頁
）
。

　
（
二
）
　
た
だ
、
第
二
点
の
ご
と
き
傾
向
が
い
か
に
し
て
生
．
じ
た
か
の
問
題
が
の
こ
る
。
こ
の
理
由
を
法
律
技
術
的
な
面
か
ら
説
明
．
す
る
こ
と
は
あ
る
程
度

　
　
窟
、
能
で
あ
ろ
う
（
後
述
三
参
．
照
）
が
、
さ
ら
に
そ
の
根
木
的
な
理
由
ま
で
明
ち
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
す
で
に
共
犯
の

　
　
　
み
な
ら
ず
、
刑
法
そ
の
も
の
の
問
題
を
も
越
え
た
、
当
時
の
支
配
体
制
全
休
の
問
題
に
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
触
．
れ
な
、
い
。

　
三
　
つ
ぎ
に
第
二
の
、
後
川
の
共
犯
が
⊥
徳
主
義
的
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
。
　
後
期
の
共
犯
を
こ
の
よ
う
に
規
定
す
る
こ
と

は
、
穂
川
刑
法
、
が
一
般
的
に
事
実
主
黒
黒
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
と
羊
飼
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
そ
こ
で
最
後
に
、
両
者
の
関
係
に
つ
い

て
考
察
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

　
さ
て
、
徳
川
刑
法
が
客
襯
主
義
的
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
、
冶
井
博
十
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
な
さ
れ
た
行
為

が
犯
罪
的
行
為
で
あ
れ
ば
処
罰
す
べ
き
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
た
こ
と
を
指
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
「
素
朴
」
客
観
主
義
が
後

期
に
お
い
て
も
鴨
川
刑
法
の
大
前
提
で
あ
．
つ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
か
ら
、
共
同
犯
罪
と
い
え
ど
も
こ
れ
が
一
箇
の
犯
罪
と
し
て
処

罰
の
対
象
た
る
べ
き
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
は
、
共
犯
も
右
の
原
則
の
例
外
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
共
同
犯
罪
の
ば
あ
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い
、
共
犯
者
の
い
ず
れ
が
い
か
な
る
責
任
を
負
う
べ
き
か
の
問
題
を
生
ず
る
の
で
あ
り
、
そ
の
責
任
の
分
担
に
関
し
て
各
行
為
者
の
犯
意

　
な
い
し
は
当
該
犯
罪
に
対
す
る
主
観
的
な
態
度
が
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
意
味
で
主
観
主
義
的
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が

　
　
っ
て
、
そ
の
意
味
で
は
こ
こ
に
い
う
主
観
主
義
も
、
実
は
、
右
に
の
べ
た
客
観
主
義
的
原
則
の
枠
内
で
の
事
柄
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
問
題
を
右
の
よ
う
に
片
附
け
て
し
ま
う
の
は
、
実
は
充
分
と
は
い
え
な
い
。
け
だ
し
、
両
者
は
そ
れ
以
上
に
密

　
接
な
相
互
関
係
を
も
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
上
述
の
ご
と
く
、
徳
川
刑
法
は
犯
罪
的
行
為
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
幼
年
者
の
行
為
で
あ
れ
、
乱
心
者
の
そ
れ
で
あ
れ
、
す
べ
て
処
罰
す

　
　
べ
き
こ
と
を
前
提
と
し
た
。
こ
の
こ
と
が
犯
罪
に
よ
る
法
益
侵
害
に
対
し
て
応
報
的
に
刑
罰
を
科
さ
ん
乏
す
る
意
図
に
出
た
も
の
で
あ
る

　
　
こ
と
は
論
を
ま
た
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
か
よ
う
に
侵
害
法
益
を
中
心
に
刑
罰
を
考
え
る
こ
と
は
、
同
時
に
、
あ
る
種
の
法
益
侵
害
に
対

　
　
し
て
は
あ
る
一
定
の
刑
罰
を
も
っ
て
充
分
と
す
る
考
え
方
に
も
な
る
要
素
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
共
犯
の
よ
う
に
犯
罪
が
複
数
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

　
　
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
ば
あ
い
に
も
、
そ
の
割
合
に
刑
罰
は
増
大
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
か
く
て
結
果
的
に
は
共
同
正
犯
を

　
　
否
定
す
み
こ
と
と
も
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
徳
川
刑
法
の
共
犯
が
、
現
象
的
に
は
正
犯
・
従
犯
的
処
分
形
式
を
と
り
、
そ

　
　
の
処
分
の
規
準
と
し
て
主
観
主
義
的
な
も
の
を
も
と
め
た
の
は
、
も
と
よ
り
、
発
意
者
重
祝
の
傾
向
に
よ
る
こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

説
他
面
、
こ
の
よ
う
に
徳
川
刑
法
本
来
の
素
朴
な
客
観
主
義
に
由
来
す
る
面
も
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
主
観
主
義
的

論　
　
傾
向
も
、
実
は
、
こ
の
よ
う
な
要
素
を
も
含
ん
だ
、
原
初
的
な
主
観
主
義
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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人下
人
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（
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六
章
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）
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い
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．
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付
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届
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旨
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四
）
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イ
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